
令和８年度　横浜市戸塚図書館の目標一覧

具体的取組内容（想定業務量）

・学校向けプログラムの実施(通年)
・職業体験の受入れ（通年）

・学校司書研修や教職員向け研修の実施(5月、6月)

・さまざまなテーマで児童書の展示の実施（通年）
・「図書館でなによむ？」を使用した本の紹介（通年）
・AIを活用した絵本推薦システム「ぴたりえクイズ」を活用
し、本に出会う機会を提供（通年）

・ティーンズ向けワークショップの開催（8月）
・小学生向けの工作会の開催(８月)
・読み聞かせボランティアによるおはなし会の開催
　（第２土曜日：9回、季節のおはなし会：10回）

・戸塚図書館おはなしボランティア懇談会の実施(12月)

・戸塚にゆかりのある作家による読書講演会の開催（11月）
・大人のためのおはなし会の開催（3月）

・戸塚区の植物や生き物を紹介する展示の実施（7月、8月）

・戸塚区読書活動推進懇談会の実施（9月）
・戸塚区内読書関連施設のＰＲ（通年）

・司書によるレファレンスや出張講座の実施（通年）

・情報リテラシーや本の検索に関する講座の開催(10月)

・戸塚にゆかりのある絵本作家による自然スケッチワーク
ショップの開催（12月）
・戸塚ポンプ場を見学するイベントの開催（7月）

・区役所と連携した資料の展示、防犯に関する講座の実施(10
月)

・戸塚区関連の郷土資料の収集（通年）、郷土資料を活用し
た展示の実施（8月）

・地域の人たちが薦める本の企画展示を実施（7月～）

・読書バリアフリーを周知する展示またはイベントを実施(時
期未定)

・区民利用施設でのバリアフリー図書の巡回展示を実施（時
期未定）

・りんごの棚の資料の収集（20冊）
・読書バリアフリー関連や障害への理解が深まる資料の収集
（30冊）

4

読書バリアフリーの推進

・読書バリアフリーへの理解促進のため、知識・情報を得る機会を充実させます。

・区民利用施設や地域活動団体における読書バリアフリー環境の整備を支援します。

・読書バリアフリー図書やサービスを充実させます。

2

区民の読書活動の充実

・全ての世代が読書に親しむことができるイベント等を開催します。

・区内の読書関連施設等との連携強化を図り、区民が身近な場所で読書に親しむ機会を広げ、読書を通じて人と
人が交流できる機会を提供します。

・区民や読書団体等に対して本や読書活動に関する情報の提供、相談・アドバイスを行います。

・区民の情報リテラシー向上に資する取組を実施します。

・横浜グリーンエクスポの開催にむけた機運醸成のため、関連事業を実施します。

3

戸塚区の魅力発見につながる機会の充実

・戸塚区の歴史・自然・地域の魅力を感じるられるイベントや展示を実施します。

・誰もが安全・安心に、健やかに暮らすための地域情報を展示や講座等で発信します。

・地域の歴史的資料の収集・保存を推進し、戸塚の魅力に触れる機会を提供します。

・地域の人たちが情報発信・情報共有できるような展示を実施します。

目標

1

子どもたちの読書活動の推進

・学校と連携し、児童生徒のニーズに応じた事業を実施します。

・教職員向けのサービスや研修などを通して、児童生徒の読書活動の充実を支援します。

・家庭での読み聞かせや読書について情報を提供します。

・子どもが本に親しむきっかけとなる体験型イベントやおはなし会等を開催します。

・子どもの読書活動を支える担い手を育成し、その後の活動を支援します。



具体的取組内容（想定業務量）目標

・親子向けのイベント実施時の絵本セットのＰＲ（12回）

・靴を脱いで上がれるスペースやソファのある読み聞かせス
ペースの設置（7月）

・司書によるちっちゃなおはなし会(0～3歳児と保護者向け)
の開催(12回)
・健康フェアで、司書によるおはなし会の開催（6月）、おい
しいおはなしよみきかせの開催（6月、10月）

・子育て世代のニーズを捉えた資料の収集（95冊）

・靴を脱いで上がれるスペースやソファのある読み聞かせス
ペースの設置（7月）（再掲）

・閲覧席等75席の増設、グループ席やベンチ席、電源を使用
できる席の設置（7月）

・閲覧席等を目的別にエリア分け、ルールの設定・周知（7
月）

・広報よこはまの特集記事掲載（9月）、ホームページ等での
情報発信（7月）

・地域の有識者によるプロジェクトで取組を検討（3回）

・子育て世代のニーズを捉えた資料の収集（95冊）

・ティーンズコーナーの資料の収集（50冊）、医療・健康・
セルフケアに関する資料の収集（80冊）

・読書バリアフリー関連や障害への理解が深まる資料の収集
（30冊）（再掲）

・区役所と連携した展示などに関連する資料の収集（30
冊）、区役所発行物の収集（随時）

・定番書や基本書の収集・買換え（630冊）

・戸塚図書館ホームページのリニューアル（時期未定）

・戸塚区Xでの情報発信（毎月）、新たなSNSの検討（通年）

・区民利用施設のイベントをまとめた広報紙「ホントノキズ
ナ」の発行（11月）

・広報よこはま掲載（毎月）、地元ラジオ局の出演（年8回）

・窓口用タブレットの導入・運用（11月）

・「ぴたりえクイズ」の導入・運用（7月）

・設置準備および運用方法の検討（7月～）

・地域の子育て連絡会への参加（通年）
・戸塚区読書活動推進懇談会の実施（9月）（再掲）

・関連研修の受講（2回）
・職場内での意見交換（毎月）

・リノベーション後の本棚を活用した新たな展示の実施（７
月～）

10

司書の人材育成

・司書が企画・調整役として活躍できるよう、地域と連携・協働する力を育成します。

・蔵書の魅力を伝えるための展示等での企画力・演出力の向上を図ります。

・リノベーション後の新しい企画や展示では、情報交換や研修で得た知識等を実践します。

8

情報発信の充実

・戸塚図書館ホームページの見直しを実施します。

・SNSを活用した情報発信を行います。

・区民利用施設等の読書活動についても情報発信します。

・デジタルだけではなく、広報紙やラジオ、対面など様々な媒体で情報発信を行います。

9

デジタル技術の積極導入

・窓口での利用者登録手続きのオンライン化、ペーパーレス化を推進します。

・児童フロアにAIを活用した絵本推薦システム「ぴたりえクイズ」を導入します。

・デジタル技術を活用した本棚共有サービスを提供するため、一般フロアに本棚を設置し、準備を行います。

6

図書館の再整備の推進

・子どもと保護者がくつろいで読み聞かせができるスペースを拡充します。（再掲）

・ゆっくり本が読める閲覧席等を増やします。また、多様な過ごし方ができる席を充実させます。

・戸塚図書館の利用ルールについて整理します。

・再整備後、新しくなった図書館を広く周知します。

・戸塚図書館と戸塚地区センターを一体化した戸塚センターのリノベーションについて検討します。

7

図書館資料の充実に向けた取組の実施

・地域の子育て世代や子育て支援者に役立つ資料を収集します。（再掲）

・リノベーションにより刷新されるコーナーの資料の充実を図ります。

・読書バリアフリー関連や障害への理解が深まる資料を収集します。

・戸塚区の取組に関連する資料に留意して収集します。

・リノベーションに伴う利用者増に対応するため、資料の拡充を図ります。

5

子育て支援に向けた取組推進

・令和７年度に開始した乳幼児向け絵本セットについて、貸出促進を図ります。

・子どもと保護者がくつろいで読み聞かせができるスペースを拡充します。

・親子で参加できるイベントを開催し、子育て世代同士の交流の機会を提供します。

・地域の子育て世代や子育て支援者に役立つ資料を収集します。


